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論文内容の要旨

〔目的〕

ヒトや種々の動物において，タンパク質やアミノ酸の摂取後，血禁中遊離グリシン濃度は，他のア

ミノ酸とは反対に，空腹時や低タンパク食のレベルよりむしろ低い値を示すことが報告されている。

このような血液中グリシン濃度が他の多くのアミノ酸とは異る変動を示す調節機構については明

らかにされていない。

最近アミノ酸濃度の各臓器における動静脈差の測定結果より，グリシンはおもに肝臓で代謝されて

いると報告されている。

そこで，血液中遊離グリシン濃度の調節におよぼす肝臓の役割を明らかにする目的で，ラットの血

液中グリシン濃度の変動と食餌むよびホルモンとの関係を検討した。

〔方法ならびに成績〕

実験には 180 ~ 220 g の SD 系雄ラットを総計 472匹使用した。 20% カゼイン食を 1 日 3 時間， 4~ 

7 日間投与し，短時間に大量の食餌を摂取するよう訓練した後，各々の実験食を 1 B 3 時間投与した。

1 )タンパクレベルの異なる食餌の影響

(1) ⑨無タンパク食， (6)20% カゼイン食， (C)50% カゼイン食をラットに投与し， 7 日目の摂食開始

後，経時的に動脈血を採取した。血禁中グリシン濃度は，カゼイン食を摂取しでも上昇せず\摂食中

も摂食後ともに，摂取タンパクレベルの高い方が低い値を示した。

(2) 血液中グリシン濃度を調節する肝臓の役割を明らかにするため 摂食直後の門脈肝静脈アミノ

酸濃度差より，肝臓にとりこまれたアミノ酸量と，摂食前後の肝臓中遊離アミノ酸濃度を測定した。
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ー〉無タンパク食を 7日間投与，(0)高タンパク食短期間投与の影響を検討する目的で無タンパク食 6 日間

投与後， 50% カゼイン食を 1 日投与，の50%カゼイン食を 7 日間投与との 3 群とした。

その結果，高タンパク食の 1 日投与群⑨， 7 日投与群のとも，摂食直後肝臓にとりこまれたグリシ

ン量は，無タンパク食群⑨の 3 倍に上昇した。それにもかかわらず，肝臓中遊離グリシン濃度は，高

タンパク食摂食直後活迂〉において，摂食前の 2/ 3 に減少した。

さらに，門脈肝静脈濃度差と肝臓による正味のとりこみ量との関係を Bromsulphalein (BSP) を

用いて検討した。

無タンパク食群⑧と高タンパク食 1 日投与群⑨では， BSP 投与後の動脈と肝静脈の BSP 濃度差も，

一定時間内に肝臓で蓄積された BSP 量も等しかった。しかしながら，高タンパク食 7 日投与群⑥で

は，他の 2 群に比較し，動脈肝静脈差の上昇程度以上に，肝臓での BSP 蓄積量は多かった。すなわ

ち高タンパク食 7 日投与群⑨では，他の 2 群より肝血流量が多いことが示唆された。

以上の結果から，高タンパク食摂取時には，肝臓によるグリシンのとりこみも，肝臓内でのグリシ

ンの代謝もより促進されるため，血液中遊離グリシン濃度は，高タンパク食を摂取しでも上昇せず，

無タンパク食摂取時よりも減少していると推定される。

2 )グルカゴンの影響

高タンパク食摂取時の肝臓にむけるグリシン代謝の促進に，ホルモンの作用が関与しているかどう

かを検討するため，グルカゴンを投与し，その影響をしらべた。無タンパク食投与 5 日目の摂食直前

より 30分毎に，グルカゴン 0.1 ml (mg/ml 0.9% NaCl) を 4 凶腹腔内に投与した。

その結果，摂食開始 2 時間後のグリシンの門脈肝静脈差は，対照群との聞に差が認められなかった

が，肝臓中遊離グリシン濃度は有意に減少し，グルカゴン投与による肝臓でのグリシン代謝促進を認

めた。

3 ) タンパク質，アミノ酸摂取の影響

肝臓におけるグリシン代謝と食餌性のアミノ酸組成との関係について検討した。カゼインのみの単

Aな食餌を短時間投与すると，投与前あるいはスターチ食と比較し，肝臓中の遊離グリシン濃度は低

下した。カゼインと同様なアミノ酸パターンのうち，必須アミノ酸のみをかむアミノ眼混合を (EAA) , 

非必須アミノ酸のみを含むものを (NEAA)，全部含むものを (AA) とした。 (EAA) 食を投与しでも，

肝臓中遊離グリシン濃度は投与前の 1/2 まで低下した。 (AA) 食と (NEAA) 食投与後の門脈肝静肝

差には差を認めなかったが，肝臓中遊離グリシン濃度は，前者で摂取前より有意に低下し，後者にお

いては逆に増加した。

以 kのことから，高タンパク食摂取時の肝臓にむけるグリシン代謝促進は，その食餌組成のうちの

必須アミノ酸摂取に由来していると推定される。

〔総括〕

血液中遊離グリシン濃度の調節には，肝臓が重要な役割を演じているものと推定される。すなわち，

高タンパク食摂取ラットの血液中遊離グリシン濃度が，無タンパク食時よりも低い値を示したのは，

ラットがタンパク質あるいはアミノ酸(必須，非必須とも)を摂取することにより，肝臓によるグリ
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シンのとりくみが促進されたこと，また肝臓におけるグリシンの代謝が，特に必須アミノ酸の摂取に

よって促進されたことを反映していたと推定される。さらに，グルカゴンの作用は，肝臓におけるグ

リシン代謝促進に対する 1 つの要因と考えられる。

論文の審査結果の要旨

種々の条件下で，時々刻々変動している生体内のアミノ酸代謝の全貌は，まだ明らかにされていな

Po 

本研究は，最も簡単な構造のアミノ酸でありながら，生体内の代謝経路が複雑多岐にわたるグリシ

ンの代謝における，肝臓の役割について検討したものである。

肝臓におけるグリシンの代謝が，摂取したグリシン量でなく，タンパクレベルや，アミノ酸の種類

の相違などの食餌条件や，グルカゴン等によって調節されており，さらに，高タンパク食摂ラソトの

血中遊離グリシン濃度が，無タンパク食摂取時より低い値を示すのは，タンパク質，とくに必須アミ

ノ酸の摂取が，肝臓におけるグリシンの代謝を促進させることを反映していると述べている。

以上の成績は，アミノ酸の栄養学代謝学上に重要な知見を加えたものであり，高く評価される。
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